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館
山
自
動
車
道
（
東
関
東
自
動
車
道
館
山
線
）
の
全

線
開
通
は
平
成
十
九
年
。
以
南
の
富
津
館
山
道
路
を
は

じ
め
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
、
圏
央
道
と
も
接
続
す

る
。
首
都
圏
に
お
け
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す

る
重
要
な
高
速
道
路
だ
。
し
か
し
、
君
津
か
ら
南
は
暫

定
二
車
線
で
供
用
さ
れ
、
事
故
が
発
生
す
る
と
全
面
通

行
止
め
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
料

金
値
下
げ
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
交
通
量
は
急
増
。
夏

季
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
休
日
は
交
通
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
。
追
い
越
し
車
線
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
休
日
な
ど
の
交
通
集
中
に
よ
る
渋
滞
の
解
消
、

事
故
に
よ
る
通
行
止
め
の
削
減
や
大
規
模
災
害
発
生
時

の
緊
急
輸
送
路
と
し
て
の
機
能
強
化
が
見
込
ま
れ
る
。

　

二
〇
・
七
㌔
㍍
の
計
画
延
長
の
う
ち
、
富
津
中
央
Ｉ

Ｃ
か
ら
富
津
竹
岡
Ｉ
Ｃ
間
の
七
・
一
㌔
㍍
の
現
場
を
訪

ね
た
。
掘
削
量
二
五
万
立
方
㍍
の
土
工
、
延
長
一
、

二
七
一
㍍
の
ト
ン
ネ
ル
工
、
さ
ら
に
七
基
の
橋
梁
下
部

工
を
抱
え
る
。
カ
ル
バ
ー
ト
、
防
護
柵
の
施
工
も
付
随

す
る
。「
高
速
道
路
は
区
間
ご
と
に
発
注
さ
れ
ま
す
か

ら
、
複
数
の
工
種
を
並
行
し
て
施
工
す
る
こ
と
は
よ
く

あ
り
ま
す
」
と
笑
い
な
が
ら
現
場
で
出
迎
え
て
く
れ
た

の
は
こ
の
区
間
の
指
揮
官
、
五
洋
建
設
㈱
の
松
村
紀の

り

甫ほ

所
長
だ
。
山
が
あ
れ
ば
切
り
、
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
。
川

を
渡
る
に
は
橋
が
必
要
だ
。
考
え
て
み
れ
ば
当
た
り
前

の
こ
と
だ
が
、
こ
う
し
た
複
数
の
施
工
を
長
距
離
に
わ

た
っ
て
並
行
す
る
工
事
の
難
し
さ
は
容
易
に
想
像
で
き

る
。
更
に
こ
の
現
場
は
す
で
に
開
通
し
て
い
る
高
速
道

路
に
沿
っ
て
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が

あ
る
。
供
用
線
に
は
時
速
一
〇
〇
㌔
㍍
近
い
速
度
で
車

が
走
っ
て
い
る
。
沿
線
は
多
く
の
市
民
が
暮
ら
す
居
住

エ
リ
ア
だ
。
自
ず
と
施
工
時
の
厳
格
な
安
全
確
保
が
こ

の
現
場
の
使
命
に
な
っ
た
。

　

着
工
は
一
昨
年
の
一
月
。
そ
の
着
工
式
典
で
松
村
所

長
は
「
工
事
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
本
線
を
ご
利
用
に

な
る
お
客
様
、
沿
道
を
通
行
さ
れ
る
皆
様
の
安
全
確
保

を
図
り
、
重
大
災
害
を
起
こ
さ
な
い
と
い
う
強
い
信
念

の
も
と
工
事
を
完
成
さ
せ
る
」
と
力
強
く
宣
言
し
た
。

全
長
七
㌔
㍍
の
多
工
種
現
場

Site Discovery

発見
現場
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「
安
全
」に
執
着
す
る

土
木
フ
ル
コ
ー
ス
の
現
場

館
山
自
動
車
道
天
羽
工
事

都
心
か
ら
京
葉
道
路
を
経
て
南
へ
、房
総
半
島
南
端
の
館
山
方
面
に
つ
な
が
る
館
山
自
動
車
道
。

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と
も
接
続
し
、千
葉
県
の
物
流
・
観
光
・
経
済
を
支
え
る
重
要
幹
線
だ
。

こ
の
高
速
道
路
で
暫
定
二
車
線
を
四
車
線
に
拡
幅
す
る
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

供
用
中
の
道
路
に
沿
っ
て
約
七
㌔
㍍
で
土
工
、ト
ン
ネ
ル
工
、橋
梁
下
部
工
を
展
開
。

高
速
道
路
の
利
用
者
、ス
タ
ッ
フ
の
安
全
を
確
保
す
る
、そ
の
真
剣
さ
が
伝
わ
る
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
の
現
場
だ
。

既設のトンネルに並行してほぼ同じ仕様の新たなトンネルを貫通させた。
その外では坑口に迫る山を切り崩し、拡幅する車道のスペースを確保する造成工事が展開する。
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そ
の
時
か
ら
二
年
半
、
こ
の
現
場
で
は
無
災
害
五
〇
万

時
間
を
継
続
し
て
い
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
工
事
で
発
生
し
た
掘
削
土
砂
は
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
を
使
っ
て
外
ま
で
搬
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
ト

ン
ネ
ル
内
の
ダ
ン
プ
の
走
行
を
最
小
限
に
抑
え
、
粉
塵

の
発
生
と
接
触
事
故
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ベ
ル
コ
ン
の
採
用
は
、
当
初
の
計
画
に
は
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
安
全
性
を
熟
慮
す
る
と
こ
の
方
法
が
最
善
策

だ
と
確
信
し
て
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
松

村
所
長
は
振
り
返
る
。
さ
ら
に
、
騒
音
対
策
に
も
万
全

を
期
し
た
。「
ベ
ル
コ
ン
の
モ
ー
タ
ー
音
は
騒
音
の
基
準

工事概要
発注者：東日本高速道路株式会社 関東支社
施工者：五洋建設株式会社 東京土木支店
工　期：平成26年10月24日〜平成29年8月8日
［概算工事数量］
切盛土工：�250,000㎥（道路掘削66,000㎥、 

捨土掘削153,000㎥、軽量盛土工　他）
橋梁下部工：7基（橋台5基、橋脚2基、基礎杭1,100m）
トンネル：1,271m（標準断面積：仕上がり68.7㎡/m）
仮設防護柵：約5.0㎞
落石防護柵：約0.7㎞
用排水工：1,000m
函渠工：1カ所
擁壁工：1式

トンネルの坑内では側壁、インバートの覆工が進む。掘削時には坑口にプラントを設置し、掘削土はベルトコンベアで排出した。
昨年末の安全パトロールでは参加者から、粉塵が少なく視界も確保されていると高い評価を得た。

高速道の直上で切土の工事が進む。石粒一つが大事故につながる
懸念もあるため、落石防止策を施し慎重に作業を行っている。

斜面を伐採し、落石防護柵を設けた後、重機を登坂させる工事用の通路を造成、山の上部から下方
に向かって切り下げてくる。土砂を運搬する工事車両が高速道経由で現場に進入することもあり誘
導には細心の注意が払われた。

値
を
十
分
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
が
、
現
場
周
辺
の
里
山

は
本
当
に
静
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
お
住
い
に
な
ら
れ
て

い
る
皆
様
の
中
に
は
気
に
な
る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ

う
。
防
音
柵
を
二
重
三
重
に
し
て
静
音
性
を
高
め
ま
し

た
」。

　

発
注
者
で
あ
る
東
日
本
高
速
道
路
㈱
も
安
全
に
は

格
別
な
注
意
を
払
う
。
日
々
の
点
検
で
、
高
速
道
路
施

工
エ
リ
ア
に
張
り
巡
ら
し
た
目
隠
し
ネ
ッ
ト
の
数
ミ
リ

の
隙
間
を
見
逃
さ
な
い
。「
お
恥
ず
か
し
い
話
で
す
が

塞
ぐ
よ
う
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
さ
な
石
粒
で

も
供
用
線
に
飛
ば
す
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
事
故

に
つ
な
が
る
可
能
性
も
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
こ

う
語
る
松
村
所
長
に
は
、
安
全
や
現
場
環
境
を
考
え
る

時
に
ひ
と
つ
の
法
則
が
あ
る
。「
こ
こ
に
暮
ら
す
皆
様

や
ド
ラ
イ
バ
ー
を
自
分
に
置
き
換
え
て
み
ま
す
。
走
行

中
に
飛
ん
で
き
た
小
さ
な
石
で
自
分
の
車
に
傷
が
つ
い

て
し
ま
っ
た
ら
腹
が
立
つ
で
し
ょ
う
？　

自
宅
の
周
り

で
常
に
異
音
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
ど
う
感
じ

る
だ
ろ
う
と
。
現
場
で
施
工
す
る
者
に
と
っ
て
、
埃
や

騒
音
と
い
っ
た
こ
と
は
意
外
と
分
か
ら
な
い
も
の
。
立

ち
止
ま
っ
て
今
の
状
況
を
振
り
返
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
」。

　

そ
う
し
た
姿
勢
は
現
場
で
働
く
者
全
員
に
徹
底
し
て

周
知
し
て
い
る
。
路
肩
で
の
防
護
柵
の
設
置
は
、
規
制

を
か
け
る
に
し
て
も
高
速
道
路
本
線
に
入
る
必
要
が
あ

る
。
現
場
へ
の
作
業
車
両
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
一
般
道
だ

け
で
は
な
く
、
本
線
側
か
ら
出
入
り
す
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
路
肩
の
幅
は
二
㍍
ほ
ど
だ
。
す
ぐ
目
の
前
を

「
慣
れ
る
こ
と
」が
一
番
怖
い
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川を横断する施工用の桟橋を設置し、既存の橋脚と一体となるよう新たな橋脚を施工した。
下部工はすでに引き渡しを終えた。次の工程に向け橋桁がベントで仮受けされ、本架設の時を待っていた。

路肩の幅は約2m。そこに幅1.5mの施工機械を搬入して防護柵を
施工した。目の前の供用線では時速100㎞近くで車が走り抜ける。
常に逃げ場を想定しながらの作業になった。仮設防護柵、落石防護
柵の総延長は6㎞近くに及んだ。

正直なところ最初は、この静か
な里山で約15㎞にわたって4車

てきます。施工者はともすれば、あら
かじめ決められたミッションを粛々と
こなしていくことにのみ集中してしま
いがちですが、そのインフラの本当の
必要性、事業の重要性を肝に銘じて現
場に臨むことの大切さを感じています。
そうした気概が安全意識にも関わって
くるでしょう。それと東京湾の魚の美
味しさにもびっくり。最近趣味で釣り
を始めたところです。

線化する意義をきちんと認識していな
かったように思います。ところが平日
のみならず休日や夏季の渋滞の状況を
目の当たりにして、市民にとって、また
この地を訪れる方々にとって、この道
路が本当に必要とされていることを実
感しました。近隣の皆様はとても協力
的で、完工を待ち望む気持ちが伝わっ

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

天然アユの漁場である相川
の近傍での施工は、工事用
排水の出ない硬質地盤対応
圧入工法を採用するなど、
環境への配慮も怠らない。

車
が
高
速
で
通
り
過
ぎ
て
い
く
。「
も
の
す
ご
い
緊
張

感
で
す
よ
。
で
も
、
不
思
議
な
も
の
で
時
間
が
経
つ
と

慣
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
怖
い
。
慣
れ
て
し
ま
う
こ
と

で
注
意
力
が
ガ
タ
落
ち
し
て
し
ま
い
ま
す
」。
い
か
に

安
全
意
識
を
常
に
保
つ
よ
う
に
す
る
か
。
松
村
所
長
は

少
な
く
て
も
週
に
一
回
は
安
全
対
策
に
つ
い
て
話
し
合

う
こ
と
に
し
て
い
る
。
精
神
論
だ
け
で
は
安
全
は
担
保

で
き
な
い
。
万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
際
、
そ
の
後
の

こ
と
を
リ
ア
ル
に
想
像
す
る
よ
う
促
す
と
い
う
。「
作

業
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
発
注
者
、
同
僚

や
利
用
者
、
家
族
に
及
ぼ
す
迷
惑
、
損
害
の
大
き
さ
と

い
っ
た
こ
と
を
全
員
で
考
え
ま
す
。
何
よ
り
も
痛
い
目

を
見
る
の
は
自
分
自
身
。
そ
れ
で
も
『
慣
れ
』
を
回
避

五洋建設株式会社 東京土木支店
館山自動車道天羽工事
現場代理人

松村紀甫
Noriho Matsumura

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
継
続
的
に
話
し
方
を
工
夫
し
な

が
ら
言
い
続
け
る
し
か
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」。

　

昨
年
末
、
こ
の
現
場
は
厚
生
労
働
省
が
後
援
す
る
年

末
年
始
無
災
害
運
動
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
の
会
場
と
な
っ
た
。
県
内
に
お
い
て

安
全
衛
生
管
理
水
準
が
高
く
、
他
社
の
模
範
と
な
る
現

場
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
松
村
所
長
は
、
数
多
く
の
防

災
担
当
者
の
視
察
に
際
し
、
日
頃
の
安
全
活
動
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
る
と
と
も
に
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
刺
激
と
し
て
と
ら
え
今
後
も
努
力
を
重
ね
て
い
く

と
挨
拶
し
た
。

　　

豊
か
な
自
然
、
山
海
の
幸
、
咲
き
誇
る
花
々
。
南
房

総
は
首
都
圏
の
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
。

そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活
か
し
、
千
葉
県
を

「
ゆ
め
半
島
」
と
し
て
活
性
化
を
図
る
動
き
も
加
速
す

る
。
館
山
自
動
車
道
は
そ
の
コ
ア
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
だ
。

松
村
所
長
は
見
学
会
な
ど
を
通
し
て
地
元
市
民
の
こ
の

道
路
に
対
す
る
愛
着
、
期
待
感
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る

と
話
す
。「
見
学
会
に
お
誘
い
し
た
時
に
、
貫
通
す
る
前

の
現
場
を
是
非
見
て
み
た
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

貫
通
後
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
動
く
『
現
場
』
を
記
憶

に
と
ど
め
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。
そ
う
し
た
地
元
の
皆
様
の
期
待
に
安
全
施
工

で
応
え
た
い
と
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
す
」。
現
場
は

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。
房
総
を
「
ゆ
め
半
島
」
へ
導
く
、
生

ま
れ
変
わ
っ
た
高
速
道
路
の
開
通
も
間
近
だ
。　

房
総
を「
ゆ
め
半
島
」に


